
解
題本

文
書
は
、
享
保
六
年
（
一
七
二
こ
二
月
二
十
一
日
に
五
家
を
再
興
す
る

に
あ
た
り
差
し
出
し
た
誓
紙
の
原
本
で
あ
る
。
五
家
騒
動
は
、
享
保
元
年
（
一

七
一
六
）
に
氏
人
が
代
官
役
を
務
め
、
・
内
陣
の
神
事
に
も
奉
仕
す
る
こ
と
に
つ

い
て
社
司
側
が
不
服
と
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に

勅
裁
と
し
て
下
さ
れ
た
御
書
渡
を
七
家
社
司
中
五
家
が
受
け
取
ら
な
い
と
申
し

上
げ
た
と
こ
ろ
、
違
背
と
し
て
追
放
・
断
絶
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
五
家
は
賀
茂

氏
の
中
で
人
選
し
、
盛
平
（
鳥
居
大
路
）
・
督
久
（
松
下
）
・
篤
久
（
森
）
・
氏
尭

（
梅
辻
）
・
季
隆
（
冨
野
）
が
そ
れ
ぞ
れ
相
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
文
書
の

最
後
に
あ
る
享
保
六
年
二
月
の
署
名
は
彼
ら
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
ら

を
含
む
六
名
の
名
前
と
花
押
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
い
つ
、
な
ぜ
切
り
取
ら

れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
は
後
で
行
う
。

『
五
家
誓
戒
』
は
、
次
の
五
項
目
か
ら
な
る
。

・
賀
茂
氏
同
列
の
確
認
と
祭
礼
神
事
精
勤
の
宣
誓

・
次
第
転
補
の
確
認
と
社
家
中
承
認
の
元
で
願
い
上
げ
す
る
こ
と

・
本
紙
へ
の
判
が
新
補
の
条
件
と
す
る
こ
と

・
男
子
相
続
人
が
な
い
場
合
、
七
家
以
外
の
氏
人
か
ら
養
子
を
と
る
こ
と

・
相
続
に
あ
た
り
十
六
流
の
通
字
は
改
め
ず
系
譜
は
実
父
に
つ
な
げ
る
こ
と

継
紙
の
署
名
人
で
あ
る
松
下
重
次
郎
大
夫
は
朋
久
で
松
下
督
久
の
実
子
、
享

賀
茂
県
主
同
族
会
所
藤
文
書
翻
刻
三
題
そ
の
三

翻
刻
亀
五
家
誓
戒
』

保
七
年
（
一
七
二
二
）
十
月
二
日
は
、
朋
久
が
貴
布
祢
祝
に
初
補
さ
れ
た
日
で

あ
る
の
で
、
こ
の
署
名
は
第
三
項
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
系
図
か

ら
も
立
証
さ
れ
る
．
ち
な
み
に
、
署
名
は
父
の
督
久
が
代
筆
し
て
い
る
の
だ
が
、

朋
久
は
当
時
十
二
歳
で
、
そ
の
年
の
正
月
二
十
八
日
に
元
服
し
て
い
る
の
で
、

字
が
書
け
な
い
ほ
ど
幼
く
は
な
い
。

こ
の
次
に
七
家
社
司
が
初
補
と
な
る
の
は
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
十

一
月
二
十
二
日
、
冨
野
季
隆
の
実
子
延
季
で
あ
る
。
こ
れ
は
権
祢
宜
の
鳥
居
大

路
盛
平
卒
去
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
盛
平
に
は
子
が
な
く
、
鳥
居
大
路
家
が

断
絶
と
な
る
（
系
図
に
は
、
「
享
保
十
三
年
十
一
廿
二
依
鳥
居
大
路
家
断
絶
相
続

被
仰
出
之
旨
於
御
傳
奏
被
仰
渡
」
と
あ
る
）
。
延
季
は
鳥
居
大
路
家
の
相
続
人
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
点
で
第
四
項
が
反
故
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
（
冨
野
家
は
延
季
の
弟
の
正
季
が
相
続
）
。

ま
た
、
梅
辻
氏
尭
と
森
篤
久
に
も
子
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
岡
本
（
岡
本
保
齢
）
、

林
（
次
郎
丸
大
夫
）
か
ら
養
子
を
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
第
四
項
を
み
る
と
、

当
初
五
家
の
相
続
に
あ
た
り
、
断
絶
と
な
ら
な
か
っ
た
二
家
の
林
・
岡
本
家
か

ら
相
続
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
違
乱
の
も
と
に
な
る
と
退
け
ら
れ
た
経
緯
が
記

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
単
に
七
家
か
ら
相
続
人
を
出
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
五

家
誓
戒
作
成
に
あ
た
り
退
け
ら
れ
た
主
張
も
実
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
五
項
に
関
し
て
は
、
氏
人
に
関
し
て
は
も
と
よ
り
こ
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ

山
本
宗
尚
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て
い
る
こ
と
が
賀
茂
系
図
に
み
え
、
賀
茂
系
図
が
イ
エ
の
系
図
で
は
な
く
ウ
ジ

の
系
図
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。
い
つ
ぽ
う
、
七
家
の
系
譜
に

目
を
移
す
と
、
七
家
が
成
立
し
た
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
以
降
、
七
家
は
七

家
の
中
で
養
子
を
や
り
と
り
し
、
鳥
居
大
路
は
平
、
林
は
重
、
そ
の
他
は
久
に

改
名
し
て
実
父
・
養
父
両
方
に
書
き
継
ぎ
を
行
っ
て
い
る
た
め
系
図
の
一
貫
性

を
欠
い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
第
五
項
を
書
い
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
享
保
十
三
年
の
鳥
居
大
路
家
相
続
の
件
に
併
せ
て
延
季
は
應
平

に
、
享
保
十
四
年
（
一
六
二
九
）
正
月
に
お
け
る
季
隆
の
親
久
へ
の
改
名
と
続

く
。
そ
の
後
の
養
子
相
続
の
事
例
で
も
改
名
し
て
い
る
の
で
、
第
五
項
も
反
故

に
さ
れ
、
五
家
騒
動
前
の
状
態
に
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
経
緯
か
ら
、
本
文
書
の
相
続
人
六
人
の
花
押
と
名
前
は
日
付
通
り

に
記
さ
れ
当
初
は
有
効
性
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
社
司
側
が
五
家
騒
動

以
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と
を
謀
り
、
享
保
十
三
年
の
鳥
居
大
路
家
相
続
の
件
で

五
家
誓
戒
の
反
故
に
成
功
し
た
た
め
原
本
の
無
効
化
の
た
め
七
家
側
が
切
り
取

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
関
連
人
物
の
系
図
記
載
事
項
を
み
る
と
、
享
保
十
三
年
の
鳥
居
大

路
家
相
続
の
件
に
関
わ
る
人
物
が
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
冨
野
季
隆
（
元

岡
本
で
、
五
家
騒
動
の
と
き
に
冨
野
を
相
続
）
の
叔
父
の
季
輔
は
「
始
仕
干
勧

修
寺
宮
済
深
親
而
有
勤
功
為
諸
大
夫
」
と
あ
っ
て
諸
大
夫
に
取
り
立
て
ら
れ
た

が
、
季
輔
が
天
和
六
年
（
一
六
八
六
）
に
亡
く
な
る
と
、
「
後
為
後
室
之
計
以
盛

平
令
相
続
家
督
」
と
あ
っ
て
、
後
室
の
計
ら
い
で
鳥
居
大
路
盛
平
が
相
続
す
る
。

季
隆
の
父
は
季
純
の
養
子
相
続
を
し
て
い
る
が
、
季
純
（
延
宝
七
年
（
一
六
七

九
）
卒
）
の
項
に
も
「
季
純
井
子
息
等
卒
去
之
後
依
後
室
之
計
以
季
求
為
養
子

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
土
橋
誠
氏
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）
と
市
忠
顕

氏
（
賀
茂
県
主
同
族
会
監
事
）
、
に
よ
り
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
図
書
館
振
興
財
団
平
成
二
十
五
年
度
提

案
型
助
成
事
業
弓
賀
茂
祢
宜
神
主
系
図
』
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
公
開
事
業
」
の
成

果
を
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

相
続
家
督
」
と
あ
り
、
後
室
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
鳥
居
大
路
と
冨

野
家
は
、
養
子
関
係
で
は
あ
る
も
の
、
「
季
」
一
流
に
属
す
る
岡
本
家
の
「
後
室
」

が
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
し
た
よ
う
に
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

五
家
騒
動
の
顛
末
と
本
文
書
の
現
代
語
訳
は
、
拙
著
「
『
賀
茂
祢
宜
神
主
系

図
』
に
見
え
る
事
件
簿
（
２
）
五
家
騒
動
」
（
『
み
た
ら
し
の
う
た
か
た
』
第
十

四
号
、
平
成
二
十
六
年
）
に
詳
し
い
の
で
、
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

凡
例・文

中
（
）
は
翻
刻
者
の
注
記
を
示
す
。

・
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
句
読
点
は
適
宜
補
っ
た
。

・
本
文
最
後
に
切
り
取
ら
れ
た
署
名
に
つ
い
て
は
、
『
賀
茂
祢
宜
神
主
系
図
』
か

［
番
号
〕
包
（
三
）
二

［
体
裁
］
写
本
一
巻

縦
三
七
・
四
糎
、
横
三
○
六
・
二
糎

［表題］
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本
文（

附
萎
貼
付
）
五
家
誓
戒

（
本
文
）
定
置
五
家
之
称
号
相
続
誓
戒
之
事

一
右
子
細
者
、
今
度
依
一
社
之
吹
挙
鳥
居
大
路
・

松
下
・
森
・
梅
辻
・
冨
野
五
家
之
称
号
相
続
之
儀

被
仰
出
子
某
等
不
存
寄
、
過
分
之
至
存
候
。
抑

当
社
氏
人
者
、
建
津
身
命
之
後
溝
、
自
在
實
一

人
各
相
別
、
同
姓
一
列
無
嫡
・
庶
之
差
別
、
社
職
次

第
転
補
・
官
位
昇
進
之
社
法
二
候
得
者
、
勿
論
某
等

至
に
子
々
孫
々
全
不
挿
譜
代
之
別
心
、
社
家
中
官

位
昇
進
之
儀
、
井
神
事
祭
礼
勤
方
等
不
漏
、
氏
人

中
一
同
之
多
議
万
事
、
以
正
直
可
被
評
議
事
。

一
後
々
年
時
節
有
之
、
如
古
法
、
自
氏
神
祝
神
主
迄
、
次
第

転
補
之
儀
被
願
上
之
節
者
、
氏
人
中
一
同
願
上
、
五

家
之
称
号
閣
之
、
可
改
旧
号
事
。

一
某
等
子
々
孫
々
、
向
後
預
一
社
之
挙
、
初
而
被
補
社

職
之
節
者
、
一
社
挙
状
以
前
、
新
補
之
人
体
先
此

一
紙
二
加
判
之
上
、
挙
状
可
被
上
之
。
若
加
判
之
儀
違

乱
之
輩
於
有
之
者
、
為
氏
人
中
可
被
停
廃
之
。

若
又
錐
為
加
判
以
後
、
此
置
文
之
趣
違
背
之
輩
於

有
之
者
、
為
氏
人
中
速
被
訴
御
伝
奏
可
被
改
易
其
職
事
。

ら
該
当
者
を
補
っ
た
。

一
某
等
子
孫
自
然
男
子
錐
無
之
、
以
七
家
之
子
孫
不
可
致

養
子
、
七
家
之
外
於
氏
人
中
可
求
養
子
。
又
子
孫
多
有
之
、

縦
自
七
家
中
懇
望
錐
有
之
、
不
可
遣
之
。
右
子
細
者
、
今
度

五
家
相
続
之
人
体
其
家
之
旧
別
、
又
出
十
六
流
之
中

旧
別
之
内
、
遂
吟
味
書
付
可
差
上
之
旨
、
従
御
伝
奏

万
里
小
路
中
納
言
尚
房
卿
被
仰
付
。
千
時
林
神
主
重
統

申
候
者
、
今
度
五
家
相
続
之
人
者
、
為
七
家
中
之
儀
間
、
自

七
家
之
外
相
続
之
事
、
不
得
其
意
候
。
林
・
岡
本
両
家
有

之
上
者
、
某
嫡
男
貴
布
祢
社
祝
重
治
二
男
次
郎
丸
大
夫
、
弟

重
旧
、
重
宥
、
井
貴
布
祢
社
祢
宜
岡
本
保
懐
、
弟
保
齢
、
右

以
五
人
五
家
之
相
続
可
願
上
旨
申
之
。
是
亦
一
社
依
不
得

其
意
、
重
統
格
別
二
願
上
、
御
命
議
之
上
、
七
家
分
二
相
立
候

上
者
、
自
林
家
相
続
之
事
不
可
然
、
是
則
為
違
乱
基
之

旨
、
御
沙
汰
有
之
。
自
一
社
申
上
輩
而
被
仰
付
者
也
。
然

上
者
、
自
今
以
後
右
之
趣
急
度
相
守
、
以
七
家
之
子
孫
不
可

為
養
子
事
。

一
某
等
五
家
之
称
号
錐
被
相
続
、
於
名
乗
者
、
面
〃
々
其
一
流

之
通
字
不
相
改
候
。
然
者
後
々
年
某
等
子
孫
、
自
然
男

子
無
之
時
、
十
六
流
之
内
、
自
何
之
流
錐
被
養
子
、
通
字

不
於
改
可
令
相
続
候
。
然
者
惣
中
系
図
之
儀
、
其
実

父
之
下
二
可
被
続
之
。
養
子
相
続
之
子
細
者
、
養
父
与
養
子

両
所
二
可
被
記
置
之
事
。

右
條
々
為
後
代
所
記
置
也
者
。
並
に
子
〃
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Ｉ
孫
々
、
永
不
可
破
此
法
。
佃
置
文
如
件
。

享
保
六
辛
丑
年
二
月

享
保
七
壬
寅
年
十
月
二
日

』
’

森
但
馬
守
（
花
押
、
切
取
）

松
下
安
房
守
（
花
押
、
切
取
）

鳥
居
大
路
修
理
大
夫
（
花
押
、
切
取
）

梅
辻
石
見
守
（
花
押
、
切
取
）

冨
野
備
中
守
（
花
押
、
切
取
）

依
幼
年
督
久
代
別

松
下
重
次
郎
大
夫

（花押、切取）

（盛平、切取）

（篤久、切取）

（
督
久
、
切
取
）

（季隆、切取）

（氏尭、切取）

（朋久、切取）↓

！

１

１

Ｉ
’
｜
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